反対意見について

決議は６月の議会に先送りにされていますが、この空白は政府の作戦という説が多く浮上しています。今の反対意見が一過性のものかどうかを政府は注視しているようです。６月まで粘りましょう！今多くの人が動かなければ、可決されてしまうという状況です。

◇反対意見宛先◇　（キーパーソン四名）
都議会民主党政策調査会長・酒井大史都議会議員 　　都議会民主党団長・田中良都議会議員 
〒190-0012 　立川市曙町2-34-6　小杉ビル803　　　〒167-0032 　杉並区天沼3-2-2　荻窪勧業ビル3F
TEL.042-528-6522　FAX.042-528-6525　　　　　　　TEL.03-3392-1925　FAX.03-3392-0545
info@daishicomcom.com                            r-tanaka@tokyo.interq.or.jp
都議会民主党幹事長・大沢昇都議会議員　　　　　　　都議会民主党総務会長・山下太郎都議会議員
〒135-0004　江東区森下1-5-5-201　　　　　　　　　 東京都東久留米市新川町1-6-14-101
TEL.03-5624-0061 　FAX.03-5624-0062             TEL.042-470-4430　 FAX.042-470-4430
noboru@0038.jp                                    taro_yamashita@ab.auone-net.jp
※下記参考サイトで、上記四名以外の各都議会委員の名簿を掲載しているサイト様が多数あります。

　是非一通でも多くのメール・手紙を送ってください。

《手紙・メールなどの場合》

・挨拶などからはじめましょう。（活動応援しています、など）あくまで礼儀正しく！

　このへんに関してはビジネスようのテンプレートや定型文など探せばたくさんでてきますので参考に。

内容について

・この条例改正案は表現規制そのものである

・表現規制である以上「日本国憲法１９条」及び「２１条」を侵害する憲法違反である

・実在する人間の声を有害情報とみなすのは明確な人権侵害に当たる

・「１８歳未満か」「不健全か」など、基準が曖昧で拡大解釈される

・この改正案を可決しないでください

上記の内容が伝わればベストです。

ごちゃごちゃと考えるのが面倒な人は、「お願いします、改正案を可決にしないでください」という趣旨だけを伝えるだけでもいいです。政府はメール・手紙の数を注視しています。FAXは相手側に経費的負担がかかるので避けましょう。「FAXを送ってもよいか」とあらかじめ電話を問題ないようです。※自分の名前・住所を必ず記載する事・自分の言葉で送る事。
直接陳情＞電話＞手紙・はがき＞電子メール　　※左から順に効果が高いです。

▼参考サイト▼


〇東京都青少年健全育成条例改正問題のまとめサイト　様　http://mitb.bufsiz.jp/　　　


〇「非実在青少年」規制問題・対策まとめ　様　　　　　　http://hijituzai.ehoh.net/　　　　


〇表現規制について少しだけ考えてみる（仮）　様　　　　http://otakurevolution.blog17.fc2.com/


〇「初心者向け反対運動の方法（簡易版）」　 　　　　http://toriyamazine.blog100.fc2.com/blog-entry-281.html


〇赤い世界　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  http://d.hatena.ne.jp/sympathyser/








